



















で見たように，コウルリッジ (Samuel Taylor Coleridge) は，フランス革命以































的を「（１）今や法律として通過したグレンヴィル卿 (Lord Grenville) とピッ
ト氏の法案の廃棄を獲得するために，ウイッグ・クラブと協同すること，
さらに（２）頻繁な選挙と普通選挙権を獲得するために，パトリオティッ


































なるであろう。」(Coleridge [9] pp. 13-14)
編者は，この文章を運動取り止めに対して自ら慰撫するために書いたと
解釈している (Patton [35] p. xxxvii)。なるほどコウルリッジは『暴かれた陰
謀』において，イギリスの国制は，出版の自由と請願の権利が担保されて
いることで，専制政にまで堕落していないが，二法案はそれらの権利を剥











ことが混乱に投げ込まれなければならないのか。」(Coleridge [3] p. 47)
この文章は，「自称自由の友」の中でも「経済状態の平等ではなく，権



























１） たとえばロンドン通信協会の闘士セルウォール (John Thelwall) でさえ，自





























































る」(Thelwall [44] p. 379)。このようなセルウォールからすれば，財産の廃止
を展望するコウルリッジは，ジャコバンやデモクラットを超えた「熱烈な水平



























(Coleridge [16] I. p. 108)
コウルリッジにとって，『ウォッチマン』の刊行は，「科学と自由とキリ




































「より偉大な善の直接的な源泉」(Coleridge [9] p. 131) となる。
このように貪欲から，奢侈と戦争から








２） コウルリッジ全集第１巻の編者の一人であるマン (Peter Mann) は，「１７９６年
の初めまでには彼は共同所有の理想を放棄した」とし，その証拠として『ウォ
ッチマン』第８号のバブーフ (François-Noël Babeuf) の理論についての論評を











守望者としての S. T. コウルリッジ―感覚主義批判と万人の平等―（下）
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共同の労働によって共同の土地から収穫し
















































わせるのだと。」（Coleridge [4] pp. 91-93;［ ］内は編者による『俗人説教』
からの補填部分）
腐敗した宗教に欺かれてきた人々の多くは，宗教それ自体を否定し，無
神論と感覚主義に陥ってしまう。Ⅰで引用したプール (Thomas Poole) 宛書
簡で，「顕微鏡」が経験主義者の認識の象徴とされていたように，ここでも


































































































ことになったハットン (James Hutton) の『地球の理論』にまったく関心を
示していない。それは，ハットンの理論が，「我々が……この上なく賢明






５） 若き日のコウルリッジのニュートン (Isaac Newton) 評価が揺らいでいるの
もこの点を巡ってである。
１７９５年の『講義』では，ニュートンが，ロック (John Locke)やハートリ (David
Hartley) と同様に，自然秩序に「神の明瞭で広漠たる支配」(Coleridge [4] pp.
149-52) を見出したことを，さらに彼の自然哲学の方法は神学研究にも適用さ
れ成功をもたらしたことを高く評価している (Coleridge [4]pp. 189-90)。






















てニュートンの哲学が無神論に至る危険性を認めている (Coleridge [16] I. p.
132; II. pp. 1112-13)。そこから帰結するのは「あの盲目の全知者」という自然
であり，神が放逐された世界なのである。９６年１２月のニュートンに対する積
極的評価 (Coleridge [17] I. p. 280) を踏まえれば，この時期のコウルリッジの
ニュートン評価は揺らいでいる。しかし，いずれにしろ，ニュートン科学に対
する評価が，真の信仰を擁護しているか否かを基準になされていることは明ら






























からも正しいということをご理解ください」(Priestley [39] pp. 180-81)。１７９８
年１月書簡でコウルリッジが正しく指摘しているように，「プリーストリが行
ったあらゆる化学的実験は，彼のより崇高な神学的著作に双翼を与えた」
(Coleridge [17] I. p. 372) のである。そして『ウォッチマン』編集時のコウル
リッジもまた，この書簡での言明と同様に，自らの課題を「私の〔哲学者とし
ての〕知識によって宗教を見事に擁護し，私の〔詩人としての〕世評によって
宗教の擁護に人々の注意をひきつけること」(Coleridge [17] I. p. 372) におい
ていたことは間違いないのである。
















































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・







でしょう。」(Coleridge [17] I, pp. 83-84)













の幸福にとって重要であることを指摘する（Hume [24] pp. 3-8, 訳２－４頁）。
さて，そうであれば，他者が「自分で決めることができる」領域に「侵入」





























































としてウィリアム・フォックス (William Fox) がいる。彼の An Address to the
People of Great Britain, an the Propriety of Abstaining from West India Sugar
and Rum については編者注を参照 (Coleridge [9] p. 138, n. 2)。





















































求される繊細な感受性は時として男らしい志操堅固な性格 (the masculine firm-
ness of the character) を破壊する」（Smith [43]. p. 209, 訳（下）８８頁）とも述
べている。スミスの「男らしい」性格を破壊するという評価はコウルリッジの
「女々しい」という評価に照応としていることはいうまでもない。






























































































ウォルストンクラフト (Mary Wollstonecraft) とともに「それは感覚主義の
守望者としての S. T. コウルリッジ―感覚主義批判と万人の平等―（下）
― ―１５７
哲学 (the philosophy of sensuality) である」と言わなければならない」と論






























































(Coleridge [9] pp. 12-13)。また，心情と知性の統一を，「メソディストの熱意
・ ・ ・
と哲学者の見解」の統一として表現し，その統一をもって「自ら直接に貧民の
・ ・ ・ ・
中にいて，貧民が自分たちの権利を行使できるようにするために，彼らに義務
を教える人こそが，真理を普及する最も親切で最良の方法を採用することにな
る」(Coleridge [3] p. 43)と主張している。
１２） 私的感情を基礎としてのみ仁愛は形成されるという観点からのゴドウィン批
判については立川 [54]１６５－６６頁の注１１）を参照。

























地に護送され翌年死亡したジョウゼフ・ジェラルド (Joseph Gerrald) が，奴隷
・ ・ ・ ・
貿易を支持する文章を書いたという噂を「完全には拭いきれなかった」として，
その理由を「その犯罪行為をゴドウィンの道徳体系からも導くことは巧妙さを













































































































り除こうした (Coleridge [9] pp. 16-26)。しかし，４月１１日付の第６号では，
ピシュグリュ (Jean Pichegru) の辞任が「フランス政府の拡張主義の精神 (a
spirit of aggrandizement)」によるものではないか，もしそうであれば，「フ
ランスの自由にとって致命的となる」(Coleridge [9] p. 209) との懸念を表明
するに至る。さらに，フランス側の和平交渉拒否が明らかにされたウィッ














































る (expedient) とすでに考えているのではなかろうか」(Coleridge [9] p. 272) と
論述し，フランスが正義と慎慮を使い分け，慎慮を口実に正義を蹂躙している
君主国と同様の状態に陥ることに強い警告を発している。



































・ ・ ・ ・
―恵まれた個人はいるでしょうが階級はいません。」(Coleridge [17] I. p. 480)。
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